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はしカミき
脳形成異常の病因には、染色体異常や遺伝子異常をはじめとする様々な遺伝要因や
薬剤、化学物質、放射線などの外的因子、さらにはTORCH(Toxoplasma，Rubella， 
Cytomegalovirus， Herpes simplex viruses)を代表とする病原微生物による胎内感
染、などが推定されている。しかし、現在までに病因が解明されたものでも、脳形成
異常が成立するまでの過程については不明な点が多く残されている。一方、成因不明
の先天奇形の約70%は、ウイルスによる胎内感染が関与していると推定されている
が、現在までのところ、胎内感染により脳形成異常を惹起し得る病原微生物として確
定された主なものはTORCHに限られている。そして、他の多くの脳奇形はウイルス
による胎内感染が疑われているにもかかわらず、その病因、病態および、発生病理は全
く不明のままである。
発育期脳へのウイルス感染による脳形成異常の機序には、感染細胞の細胞死、アポ
トーシスの誘導の有無、持続感染による細胞機能の変化やサイトカインを介する非感
染細胞への障害、などが重要視されている。私共はこれまで、野生株のムンプスウイ
ルスやパラインフルエンザウイルスなど、繊毛を有する気道上皮に親和性の高いウイ
ルスが、同じく繊毛を有する脳室上衣細胞にきわめて高い感染性を有することを明ら
かにし、上衣細胞壊死による先天性水頭症の発生病理を明らかにしてきた。しかし、
これらのウイルスは母細胞層における神経上皮細胞や移動終了後の幼弱な神経細胞に
も感染し得るが、完全なウイルス粒子を産生し得ない不全感染であるため、皮質形成
異常の発生には至らないことを見い出した。
本研究では、発育途上の中枢神経組織において、ウイルス感染によって惹起される
神経細胞死が脳形成異常の発生にどのような役割を果たすかを明らかにするため、ハ
ムスターの中枢神経系に親和性を有するKilham株を用いた病理学的検索を行い、若
干の成果を得ることができたのでここに報告する。
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